












先生および生徒の声

先生の声

長崎総合科学大学附属高等学校
松林 修一郎 教諭

まずは、中小機構をはじめ、ご支援いただいた
皆様に心より感謝申し上げます。起業家の方々
の素晴らしい講演を拝聴し、多くの大人の方々
から細やかなご指導をいただきながら、生徒た

ちはテーマに沿ったビジネスプランを作成することができました。
今回の経験を通じて、生徒たちはコミュニケーション力を向上させることがで
きました。当初は難しさを感じていたようですが、取り組みを進める中でプラ
ンの改善点を見つけ、モチベーション向上にもつながったように思います。
貴重な機会をいただき、誠にありがとうございました。

起業家教育プログラム応募理由
学
校
概
要

学 校 名
所 在 地
特 色

対象生徒

事例⑱　長崎総合科学大学附属高等学校

起業家教育プログラム実施概要

支援内容

起業家教育プログラム実施風景

起業家教育プログラム効果

生徒の声

授業を受けた教員・生徒の事後アンケート結果より

地域ビジネスコースにおいては、これまで長崎観光プランの作成や、波佐見町産業促進事業参画の一
環として、地域に根差す産業の特色について取り組んできました。また、エンジニアコースにおいて
は、2年生7名がドローン操縦士ライセンスを取得しています。これらを踏まえて、地域ビジネスコース
の生徒は「長崎」を、エンジニアコースの生徒は「ドローン」をテーマに、ビジネスプランを作成・発表し、
起業家的資質や起業家マインドを身につけてほしいと考えています。

●私は地域に貢献したいという目標がありますが、起業という形でその夢
を実現する選択肢が、より現実的に感じられるようになりました。

●現時点ではしっくりくるアイデアは浮かばず、計算も理解できませんでし
たが、たとえ起業しなかったとしても、グループの仲間と協力し、より良い
プランを考える過程に関われたことは、この夢を育む糧になると思います。 

●起業についてだけでなく、プレゼンの方法やスライドの作り方も学ぶこ
とができ、とても良い経験になりました。

大学などの高等教育機関の教授陣や起業家による講演、外部講師からの指導・助言を
受けながら、地域の課題をテーマにビジネスプランを作成。日本政策金融公庫のビジ
ネスプラングランプリに応募するとともに、年度末にはプレゼンテーションを行いまし
た。この活動を通じて、情報収集・分析力、判断力、リーダーシップ、コミュニケーション
力といった起業家的資質を身につけるとともに、チャレンジ精神、創造性、探求心などの
起業家マインドを育てました。

長崎総合科学大学附属高等学校
長崎県長崎市宿町3番地1
「普通科4コース制」「高大連携教育システ
ム」等を構築して、デジタル人材、ビジネス
人材の育成を目指している。
1年生21名（地域ビジネス）、2年生40名
（地域ビジネス33名、エンジニア7名）

42 43令和6年度 中小機構 起業家教育プログラム実施支援事例集 令和6年度 中小機構 起業家教育プログラム実施支援事例集

長崎県

31～36

37～44

外部講師①
MAHO-LA CREATIVE株式会社
代表取締役　櫻井 亮氏

外部講師③
DRONE PILOT AGENCY株式会社
代表取締役　上野 豪氏

外部講師④
株式会社OCL
代表取締役 四ッ柳 茂樹氏

外部講師②
MAHO-LA CREATIVE株式会社
代表取締役　櫻井 亮氏

4月～5月1～4

5～13

14～20

21～30

起業に係る情報のインプット及び起業家との交流
①講義「起業とは」起業家講演
ビジネスアイデアの立案・改善
③講義「ブレインストーミングのやり方」
 ブレインストーミングを用いたアイデア出しなど
④講義「先行事例調査の実施方法」
調査の実施とグループでの共有、話し合いなど

・起業とはそもそも何か、どんな起業家がいるのか、世の中の企業は
 どんな価値を提供しているのかを学ぶ。学びへの意欲を高めることを
 目指す。 ※外部講師①の活用
・ブレインストーミングを通して、各グループが「長崎」「ドローン」を
 題材とするビジネスアイデアを考案する。
・既存商品やサービスについて調べ、ビジネスアイデアを改善する。

6月～7月

ビジネスアイデアの立案・改善
⑥講義「主なターゲットについて考える」
ペルソナの作成
⑤講義「アイデアの実現性と魅力を高める」
ビジネスアイデアの掘り下げ
㉒ビジネスモデルの作成

・ビジネスアイデアを、実現性があり、かつ魅力的であるものに変える
 ために、ターゲットがお金を払ってくれる理由について考える。
※外部講師②の活用
・外部の専門家にビジネスプランの壁打ちをしていただく。
※日本政策金融公庫出前授業の活用

9月
ビジネスアイデアの掘り下げ
㉒ビジネスモデルの作成
㉓講義「収支計画の作り方」

・ビジネスプランの実現性と魅力度を高めるために必要な観点を学び、
 チームでブラッシュアップする。
・外部の専門家にビジネスプランの壁打ちをしていただく。
※日本政策金融公庫出前授業の活用
・日本政策金融公庫主催「高校生ビジネスプラン・グランプリ」に
 ビジネスプランシートを提出。

・起業家から起業やキャリアに関する体験談を聞き、自身のキャリアを
 考える機会とする。※外部講師③の活用
・現時点のビジネスプランを発表し、専門家からフィードバックを受ける。
・企業の担当者にプレゼンテーションし、ビジネスアイデアのニーズや  
 改善点についてフィードバックを受ける。

10月

起業家との交流
㉕起業家講演
中間発表資料の作成・中間発表・振り返り
⑱中間発表
プロトタイプの作成と
それを利用したアイデアの評価
⑫インタビュー調査の実施

11月～12月

プロトタイプの作成とそれを利用したアイデアの評価
⑨製品またはサービスのプロトタイプの作成
ビジネスアイデアの掘り下げ
㉒講義「ビジネスモデルの復習」
最終発表資料の作成・練習・最終発表
㉖講義「ビジネスピッチとは」

・プロトタイプとして、商品・サービスのイメージが伝わるチラシを作成する。
・ビジネスを実現するために必要な要素を検討し、ビジネスプランを更新する。
・ビジネスピッチの特徴と準備のポイントを学ぶ。

12月～1月

ビジネスアイデアの掘り下げ
㉓講義「収支計画の作り方」
最終発表資料の作成・練習・最終発表
㉗最終発表資料の作成
32最終発表

・収支計画の考え方を学び、ビジネスプランの収支計画を検討する。
※外部講師④の活用
・これまでの学びの集大成として、各チームがビジネスプランを発表する。
・中小機構をはじめとする専門家が各チームに対して講評を行う。

起業家教育プログラムカリキュラム （標準カリキュラム導入時間数：44時間）

①外部講師と実施学校との調整 ②プログラム内容の企画立案 ③プログラムの進行 ④担当教員に対する助言 ⑤外部講師手配 ⑥メンター参加

授業に対する感想（複数回答）授業前と比較した起業への関心度 授業後の起業意向

とても起業して
みたいと思う

やや起業して
みたいと思う

どちらとも
いえない

起業についてのイメージがわいた

起業家の体験談やストーリーが聞けた

ビジネスプランの作り方を学べた

地域の現状や課題を学べた

チームでのアイデア出しやディスカッションができた

普段はあまり交わることがない人とふれ合えた

プレゼン資料の作成方法を学べた

56.5%

19.6%

54.3%

19.6%

34.8%

10.9%

41.3%

授業前よりやや
関心が高くなった

授業前より関心が低くなった

授業前よりとても
関心が高くなった

（n=46）

気軽に借りられるポケットWi-Fiや、塗り漏れを防ぐ日焼け止めクリームなどのビジネスプランを考案。プロトタイプの作成や市場調査を目的として、化粧品販売会社へビジネス
アイデアに関するインタビューも実施。

（プログラムを受講した生徒へのアンケート結果より）

30.5%

43.5%

4.3%
授業前と変わらない

21.7%
6.6%

30.4%
32.6%

あまり起業したいと
思わない

21.7%

全く起業したいと
思わない

8.7%

日程時間数 実施テーマ／授業項目標準カリキュラムの活用※

(32時間カリキュラムを指標として）　 外部講師の活用

※起業家教育標準的カリキュラム実践のためのマニュアル



先生および生徒の声

先生の声

海星高等学校
金子 淳哉 教諭

教頭が応募した本プログラムの担当になった
際、正直戸惑いを覚えました。「起業」という
学校としても初の探究テーマであり、その壮大
なスケールに圧倒されたからです。普通科の学

校において「起業」という耳慣れないワードが一人歩きする中、多方面から講
師を派遣していただいたり、本部から講師の方々に来ていただいたりと、真
剣にご対応していただいたことに感謝しかありません。進むにつれてこの
テーマに取り組む生徒たちの姿勢が本気モードに変わっていくのを目の当た
りにできたことを本当に嬉しく思います。ありがとうございました。

起業家教育プログラム応募理由
学
校
概
要

学 校 名
所 在 地
特 色

対象生徒

事例⑲　海星高等学校

起業家教育プログラム実施概要

支援内容

起業家教育プログラム実施風景

起業家教育プログラム効果

生徒の声

授業を受けた教員・生徒の事後アンケート結果より

本校は「長崎居留地歴史まちづくり協議会」の一員で、地域とともに街の活性化のために活動して
います。地域の活性化のためにはビジネスモデルが必要で、そのアイデアと人材教育のため、本プ
ログラムを申し込みました。
ポイントは学校という立場で継続していけることと、この地域で儲けることを主眼にしています。
観光だけではない、新たな視点を獲得したいと考えています。

●今回のプログラムを通じて、起業を身近に感じることができました。
今後、やりたいことや創りたいものができたときには、起業も選択肢の一
つとして考え、創造性のある人間になりたいと思います。
｠
●最初は、起業は特別な人だけができるものだと思っていましたが、自分
なりの考えや思いがあれば、成功するかどうかは別としても、誰にでも挑
戦する機会が平等にあるのだと感じました。
｠
●地域の問題を調べ、それを解決する方法をチームで考える中で、新たな
発見があり、とても面白かった。

本校の立地である観光資源豊富な東山手という地域特性を活かし、地域が抱える
課題を見つけ出しながら、「起業」してお金を稼ぐための手法を探究しました。このプ
ログラムでは、様々な分野から招いた外部講師の講義を受け、「起業」という誰もが
直面する可能性のあるテーマについて学びました。生徒たちは各グループで起業
テーマを発案し、ビジネスプランを完成させ、最後にその集大成としてプレゼン
テーションを行いました。

海星高等学校
長崎県長崎市東山手町５番３号
３つのコースで生徒の多様な進路に応じ
た学びを提供し、調和ある人間形成と社会
対応力の育成を目指しています。
２年生８２名（普通科）

44 45令和6年度 中小機構 起業家教育プログラム実施支援事例集 令和6年度 中小機構 起業家教育プログラム実施支援事例集

長崎県

15～22

23～27

外部講師①
KOKS株式会社
山下 淳司氏

外部講師②
AGRIST株式会社
代表取締役 斎藤 潤一氏

外部講師③
KOKS株式会社
山下 淳司氏

外部講師④
株式会社OCL
代表取締役 四ッ柳 茂樹氏

5月～6月1～4

5～8

9～12

13～14

起業に係る情報のインプット及び起業家との交流
①講義「起業とは」起業家講演
講義「高校生が起業家教育を受ける意義」など
②起業家講演
質疑応答

・アントレプレナーシップとは何か、現代社会でアントレプレナーシップ
 が必要な理由を理解し、起業家教育の意義を学ぶ。
※外部講師①の活用
・起業家から起業やビジネスに関する体験談を聞き、起業意欲を醸成
 するとともに、自身のキャリアについて考える機会とする。
※外部講師②の活用

6月～7月

ビジネスアイデアの立案・改善
③講義「ブレインストーミングのやり方」
ブレインストーミングを用いたアイデア出しなど
④講義「先行事例調査の実施方法」
調査の実施とグループでの共有、話し合いなど
⑥講義「主なターゲットについて考える」
⑦講義「ビジネスモデルとは」

・日常生活で気になった箇所から課題を発見し、解決のアイデア出しを行う。
※外部講師③の活用
・ビジネスモデルとは何かを学び、ビジネスを実現するために必要な
 要素を検討する。

9月

プロトタイプの作成とそれを利用したアイデアの評価
⑫講義「インタビューの実施方法」
インタビュー調査の実施
ビジネスアイデアの立案・改善
④講義「アイデアの実現性と魅力を高める」
アイデアの実現性と魅力を高めるためのワーク
⑧予備時間

・ビジネスプランの実現性と魅力度を高めるために必要な観点を学び、
 ビジネスプランをチームでブラッシュアップする。
・外部の専門家にビジネスプランの壁打ちをしていただく。
※日本政策金融公庫出前授業の活用

9月～10月
中間発表資料の作成・中間発表・振り返り
⑱中間発表

・これまで学んだ内容をもとに、ビジネスプランのブラッシュアップを
 行い、日本政策金融公庫主催「高校生ビジネスプラン・グランプリ」に
 ビジネスプランシートを提出。
・現時点のビジネスプランを発表し、専門家からフィードバックを受ける。

11月

ビジネスアイデアの立案・改善
⑥講義「主なターゲットについて考える」
プロトタイプの作成とそれを利用したアイデアの評価
⑫講義「インタビューの実施方法」
インタビュー調査の実施

・専門家からペルソナとなる具体的なターゲットの考え方を学び、
 チームで検討する。※外部講師④の活用
・事前にインタビュー項目の準備を行う。
・D-FLAG協力のもと、考えたビジネスプランを企業・団体の担当者に
 プレゼンテーションし、ニーズや改善点についてフィードバックを受ける。

12月～3月
最終発表資料の作成・練習・最終発表
㉖最終発表資料の作成
32最終発表

・令和6年度起業家教育プログラム実施報告会への出場チームを選抜
 するための選考会を開催。8チームがプレゼンテーションを行い、中小
 機構、中小企業庁、事務局が審査を担当。
・各チームが、これまでの学びを活かして作成したビジネスプランを発表。

起業家教育プログラムカリキュラム （標準カリキュラム導入時間数：２７時間）

①外部講師と実施学校との調整 ②プログラム内容の企画立案 ③プログラムの進行 ④担当教員に対する助言 ⑤外部講師手配 ⑥メンター参加

授業に対する感想（複数回答）授業前と比較した起業への関心度 授業後の起業意向

とても起業して
みたいと思う

やや起業して
みたいと思う

起業についてのイメージがわいた

起業家の体験談やストーリーが聞けた

ビジネスプランの作り方を学べた

地域の現状や課題を学べた

チームでのアイデア出しやディスカッションができた

普段はあまり交わることがない人とふれ合えた

プレゼン資料の作成方法を学べた

68.6%

44.3%

31.4%

21.4%

35.7%

18.6%

14.3%

授業前よりやや
関心が高くなった

授業前よりとても
関心が高くなった

（n=70）

猫や空き家、観光客など、長崎の魅力と課題に着目し、各チームが地域の活性化と課題解決につながるビジネスプランを立案。プログラム後半では、地元の起業家にインタビューを
実施し、改善に向けたアドバイスを受けた。

（プログラムを受講した生徒へのアンケート結果より）

21.4%

60.0%

授業前と
変わらない

18.6% 11.4%

31.4%

全く起業したい
と思わない

2.9%

どちらとも
いえない

32.9%

あまり起業したい
と思わない

21.4%

日程時間数 実施テーマ／授業項目標準カリキュラムの活用※

(32時間カリキュラムを指標として）　 外部講師の活用

※起業家教育標準的カリキュラム実践のためのマニュアル



先生および生徒の声

先生の声

早稲田佐賀高等学校
吉山 耕一郎 教諭

多くの生徒が早稲田大学の他、首都圏の大学
に進学しています。現状としては、早稲田大学
がゴール（目的）となっている生徒が少なから
ず存在します。このプログラムを通じて、自分

の将来をデザインし、進路決定への一助となりました。
また、唐津市や社会の問題を知り、解決しようとすることで、地域への特別
活動への参加が増え、学生生活の満足度を向上させることができたと感じ
ました。今後も「アントレプレナーシップ＝自ら考え、自ら学び、自ら行動する
（生きる力）」の育成を目標に教育活動を行いたいと考えています。

起業家教育プログラム応募理由
学
校
概
要

学 校 名
所 在 地
特 色

対象生徒

事例⑳　早稲田大学系属 早稲田佐賀高等学校

起業家教育プログラム実施概要

支援内容

起業家教育プログラム実施風景

起業家教育プログラム効果

生徒の声

授業を受けた教員・生徒の事後アンケート結果より

多くの生徒が早稲田大学（生徒の5～6割）や首都圏の大学に進学しています。しかし、早稲田大
学であれば学部を問わず、入学がゴールとなっている生徒も少なくありません。この状況を改善す
るため、今回のプログラムを通じて、生徒が「志」や「軸」を持ち、「在りたい自分」を見つけ、進路
選択の一助とすることを目指しています。こうした目標の達成には、中小機構提供の起業家教育カ
リキュラムの導入が有効であると考え、本プログラムへの参加を希望しました。

●授業を通して起業のイメージが湧き、ビジネスプランの作り方や地域の
現状・課題について学ぶことができました。 また、このような機会があれば
ぜひ参加したいと思いました。

●身近なことから始めて、誰かにとって価値のあるものを見つけていきたい。

●アイデアは身近にあふれているものだと実感し、今後の生活の中でも
常に視野に入れて考えていこうと思いました。

第一線で活躍する起業家講師、ファシリテーターが「仕事の意味」や「働くことの意
義」を考えさせ、在りたい自分を見つけるキャリア教育講演会を実施。後半に、「地
域、日本、世界の抱える問題発見、解決に貢献する」をテーマに、共感するメンバーと
具体策（ビジネスプラン）を出し合うグループ探究（フィールドワークを含む）を行い
ました。ビジネスプランの中間及び最終発表会も生徒の主体的な運営で実施し、中
間発表会は、生徒全員を審査員として行いました。

早稲田大学系属 早稲田佐賀高等学校
佐賀県唐津市東城内7番1号
2010年、建学の精神「①学問の独立②進
取の精神③地球市民の育成」のもと、早稲
田大学の系属校として開校した。
１年生２１３名(普通科)
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佐賀県

16～21

22～29

外部講師①
MAHO-LA CREATIVE株式会社
代表取締役　櫻井 亮氏

外部講師②
ユニファ株式会社
取締役 CFO　星 直人氏

外部講師④
MAHO-LA CREATIVE株式会社
代表取締役　櫻井 亮氏

外部講師③
KOKS株式会社
山下 淳司氏

4月～5月1～5

6

7～13

14～15

起業に係る情報のインプット及び起業家との交流
①講義「高校生が起業家教育を受ける意義」など
ビジネスアイデアの立案・改善
③講義「ブレインストーミングのやり方」
ブレインストーミングを用いたアイデア出しなど
④講義「先行事例調査の実施方法」
調査の実施とグループでの共有、話し合いなど
⑤講義「アイデアの実現性と魅力を高める」

・アントレプレナーシップとは何か、現代社会でアントレプレナー
 シップが必要な理由を理解し、起業家教育の意義を学ぶ。
・ビジネスとは何かを理解する。
・ブレインストーミングの方法を知り、チームでアイデア出しを行う。
・ビジネスプランの先行事例として世の中にある既存サービスを調査する。

6月
ビジネスアイデアの立案・改善
⑥講義「主なターゲットについて考える」
ペルソナの作成

・ペルソナを考え、ビジネスプランをチームでブラッシュアップする。

6月～7月
ビジネスアイデアの立案・改善
⑦講義「ビジネスモデルとは」
ビジネスモデルの作成など

・ビジネスモデルとは何かを学び、ビジネスを実現するために必要な
 要素を検討する。 ※外部講師①の活用
・中間発表会に必要な準備内容について学び準備を実施する。
・チーム内で役割分担し中間発表会を実施する。

9月
起業家との交流
㉕起業家講演
質疑応答

・起業家から起業やビジネスに関する体験談を聞き、起業意欲を醸成
 するとともに、自身のキャリアについて考える機会とする。
 ※外部講師②の活用

10月～11月

ビジネスアイデアの掘り下げ
㉓講義「収支計画の作り方」
中間発表資料の作成・中間発表・振り返り
⑭講義「プレゼンとは」
プレゼン資料の作成
⑱中間発表

・ビジネスにおける収支計画の考え方を学び、作成しているビジネス
 プランの収支計画を検討する。
・収支計画を検討する中で、利益を最大化させる仕組みについても
 学びを深める。 ※外部講師③の活用
・中間発表会に必要な準備内容について学び、準備をする。
・チーム内で役割分担し中間発表会を実施する。

12月～3月

ビジネスアイデアの掘り下げ
㉒講義「ビジネスモデルの復習」
最終発表資料の作成・練習・最終発表
㉖講義「ビジネスピッチとは」
最終発表資料の作成
㉚講義「発表の練習方法」
32最終発表

・ここまでの取り組みを踏まえて、改めてビジネスモデルを見直し、
 改善点をチームにてディスカッションする。
・ビジネスピッチの特徴を知り、どのような発表をするのが効果的かを 
 チームで検討する。 ※外部講師④の活用
・令和6年度起業家教育プログラム実施報告会への出場チームを選抜
 するために、中小機構、事務局が書類選考を行う。
・チームごとに最終発表資料を作成する。
・これまでの学びの集大成として、各チームがビジネスプランを発表する。

起業家教育プログラムカリキュラム （標準カリキュラム導入時間数：29時間）

①外部講師と実施学校との調整 ②プログラム内容の企画立案 ③プログラムの進行 ④担当教員に対する助言 ⑤外部講師手配 ⑥メンター参加

授業に対する感想（複数回答）授業前と比較した起業への関心度 授業後の起業意向

とても起業して
みたいと思う

やや起業して
みたいと思う

起業についてのイメージがわいた

起業家の体験談やストーリーが聞けた

ビジネスプランの作り方を学べた

地域の現状や課題を学べた

チームでのアイデア出しやディスカッションができた

普段はあまり交わることがない人とふれ合えた

プレゼン資料の作成方法を学べた

68.9%

45.8%

51.1%

10.5%

35.8%

9.5%

29.5%

授業前よりやや
関心が高くなった

授業前よりとても
関心が高くなった

（n=190）

1年生200名以上が起業家教育プログラムへ参加。各クラスで複数のチームを結成し、全43チームが地域課題や身近な生活課題の解決プランを考案。プロトタイプの
検証を繰り返すチームもあった。

（プログラムを受講した生徒へのアンケート結果より）

21.1%

56.8%

11.6%

33.7%どちらとも
いえない

31.1%

あまり起業したい
と思わない

17.4%

全く起業したい
と思わない

6.3%

日程時間数 実施テーマ／授業項目標準カリキュラムの活用※

(32時間カリキュラムを指標として）　 外部講師の活用

※起業家教育標準的カリキュラム実践のためのマニュアル

授業前と
変わらない

20.0%

授業前より関心が
低くなった

2.1%


